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宮川公男 ( 滝澤大学 ) 

新旧パラダイムの 比較 
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root@ method@ @@ branch@ method 

合理的・包括的 (root)   逐次的，制限的比較 (branch) 

la 価値あ るいは目的の 明確化が，代替的政策 
の 経験的分析と 明確に区分され ，かっそれ 
に 先行する・ 
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3b  " よい " 政策てあ ることのテストは 多くの 
分析者がそれに 同意できるということであ 
る ． Ⅰ致した目的に 対して最も適当な 手 
段 であ るということについての 同意はなく 
ともよい   
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4b 分析は大幅に 制約されたものであ る   

1) おこりうる重要な 結果も無視されるこ 
とがあ る・ 

2)  重要な代替的政策も 無視されることが 
あ る   

3)  影響を受ける 重要な価値も 無視される 
ことがあ る   

5a 理論に大きく 依存することが 多い 5b 逐次的上ヒ較によることから ，理論に頼るこ 
とは大幅に少なくなる． 

宮川公男『政策科学の 基礎 山 ，東洋経済新報社 1994 年， 159 ィづ 。 。 
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政策問題の構造と 特徴 

問題の要素 
悪 

良 構造 半 構造 悪 構造   
意思決定者 
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目木 票 ， 4 曲 ィ直 

結 果 

確 率 

問題解決の焦点プロセス 

選択基準 
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解の導出， ，問題の構造化 

直線的，一回限り   模索的， 反復試行的 

最適化、     満足化 

宮川公男『政策科学の 基礎』，東洋経済新報社 1994 年， 216 ィぜ 。 。 
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